
















十首「簫」の詠詩から「仙人幸見尋」を句題とし、王子喬の伝説を付した上で和歌を詠んでいる。前漢の劉向撰と伝わる『列仙伝』によれば、王子喬はたくみに「笙」を吹いて鳳凰の鳴くような音を立て、道士浮丘公と共に嵩山 登り三十余年仙人の修行をし、ついに白鶴に乗って昇天したと伝わ しかし、王子喬 伝説を取り入れながら 張庭芳『百二十詠詩注』の「周 霊 太子晋、簫 ふく」を句題に加え、また「白鶴」は仙人王子喬が昇天



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































手本とし、今、またそれを認めた上で『百詠和歌』を詠んだことは、『百詠和歌』の真名序（前掲第一節）により伺える。しかしながら第四節で考察したように 日本における王子喬の伝説は『列仙伝』の、「笙」の名手で鳳凰の鳴くような音をたて、道士浮丘公と共に嵩山に登って三十余年仙人の修行をし、つい 白鶴に乗って昇天したという内容がよく知られる。こ 王子喬の笛の違いについて、光行ほどの学者ならば、張庭芳の詩注に何らかの根拠を認めた上で受容したのではないだろうか。　
その根拠の一つとして考えられるのが、 『旧唐書』 （五代後晋、劉昫























































り、再び白鶴に乗って現れ いう『列仙伝』 内容が広く知られていた。現存する図像や銘文の遺例 、 「笙」の笛を吹く王子喬である。しかし 第二節で考察したように張庭芳『百二十詠詩注』の「簫」 ・ 「笙」 ・ 「歌」の詩注により、王子喬の笛に「笙」と「簫」の二種類の伝承のあることが解った。　
光行は幼い頃より『李嶠百二十詠』と張庭芳『百二十詠詩注』の両


















づに乗りて通へる」 （前掲第四節） あ よう 鶴は人界にやって、再び仙界に去って行く仙人 乗物である。仙界 人界とを結ぶ使いとして登場する鶴を、 「帰るそらなき」と詠むこと 矛盾 生じ、他に用例が見られないことから、光行独自の詠み方といえる。　
この下の句を訳するにあたり、注目するのが『旧唐書』 、則天武























院、一九七四年）所収。 「百詠和歌と李嶠雑詠」 （ 鶴見女子大学紀要』第
（号、一九六九年一二月） 。
（









天皇』 、天来書院、二〇〇〇年） 影印を用い、文字 判読出来ない箇所は、名児耶明氏の釈文による。
（
（） 本文と校勘は柳瀬喜代志著『李嶠百二十詠索引』 （東方書店、一九九一年）により 本稿が問題とする第六句の本文異同はな 。訓は一部私に訂正した。
（




















































































（（） 本文は国宝『芦手絵和漢朗詠抄』下巻、十二世紀、京都 立博物館蔵、Ｅ国宝）を参照し、訓読とルビは、菅野禮 氏校注・訳『新編古典文学全集
（（和漢朗詠集』 （小学館、一九九九年）による。
（
（（） 伊藤正義氏・黒田彰氏・三木雅博 編著『和漢朗詠集古注釈集成』（大学堂書店、第一巻一九九七年、第二巻上下一九九四年、第 巻一九八九年）により、諸本の本文を確認をするが異同はなく「笙」である。
（







（（） 本文と解説は新間進一・外村南都子両氏校注・訳『完訳日 の古典第三十四巻梁塵秘抄』 （小学館、一九八八年）による。
（
（（） 千載集は寿永二年（一一八三）二月、後白河院の下命により、藤原俊成（当時は出家して釈阿）が撰者となり、文治三年（一一八七）九月奏上（仮字序） 、翌四 四月奏覧された。本文と解題は『新編国歌大観』による。
（
（（） 従来作者は藤原家隆とされてきたが、藤原隆房（一 四 ～一二〇九）の作品であ ことが確認されている。本百首の句題の出典は、和漢朗詠集、新撰朗詠集などであるが、佐藤恒雄氏「 『朗詠百首』をめぐって」 （香川大学教育学部研究報告第八二号）は 日常的な様々な朗詠の場において、実際に朗誦されていた詩文、あるいはそのためのテキスト類の中から選んだ詩句」であると指摘され
（





実行委員会発行、二〇〇九年、十四頁）は 笙を吹き鳳（鶴）に乗る仙人を「簫綦」と記すが、 「王子喬 の間違い ろう
（
（（） 前掲注同、三頁は、簫を吹き鳳凰を招く仙人を「簫綦」とする 「簫史」の間違いであろう
（
（（） 則天武后については、気賀澤保規氏『則天武后』 講談社学術文庫、二〇一六年十一月）を参照した。
〔付記〕　
本稿は、二〇一九年九月六日から七日に西安外国語大学において開催さ
れた「東北アジア漢文写本の過去と未来」第五回シンポジウムにおいて発表した内容をまとめたものである。ご指導頂きました黒田彰教授に心より
深謝申し上げます。
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